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【レポート】 

 近年全国的な問題として地域公共交通機関の維持について議論が交わされるようになりました。猪名川町でも

全国と同様に公共交通の問題を抱えております。国土交通省の基本的認識を読み解くと、人々が健全に生活を営

むためには、公共交通は必要不可欠であるということがご理解いただけるかと思います。 

 少子高齢化・人口減少が加速していく現在、どのように地域公共交通を維持していくのかを多角的な目線で考

えていく必要があります。 

 

猪名川町の公共交通を考える 

―
 持続可能な移動手段の確立のための提言 

― 

 

兵庫県本部／猪名川町議会議員 井戸 真樹 

 

 猪名川町は兵庫県と大阪府の県境、近畿地方のほぼ中央に位置しており、町域の８割を兵庫県立自然

公園などが占めております。大阪府中心地や神戸市へのアクセスがよい都市近郊の町で、1960年代から

始まった住宅開発によって、現在は人口約29,000人が暮らしておられます。 

 

図１ 猪名川町の所在地（ＨＰより転載） 

 
  1. 公共交通の概要 
 

 現在、猪名川町は「阪急バス」「能勢電

鉄」「日の丸タクシー」「ふれあいバス」

「チョイソコいながわ」の５つの公共交通

機関を有しています。以下では町内独自の

公共交通である「ふれあいバス」「チョイ

ソコいながわ」について記述します。 

 

 

図２ 阪急バス路線図（出典：2022年猪名川町地域公

共交通計画）
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(１) 「ふれあいバス」とは 

 「ふれあいバス」は、交通空白地域の解消と高齢者や身体障がい者等の交通弱者の支援を目的として、

2000年４月１日に運行を開始したコミュニティバスです。当初は１台で３コース、週２日運行を実施し、

2001年11月22日より１台増車し２台運行としています。現在は１日2.5便運行しています。運休日につ

いては、１台運行時は公共施設の休館日である月曜日とし、２台目運行開始以降は年末年始のみとして

いましたが、現在は、利用の少ない日曜日を運休し、車両のメンテナンスを行っています。運行開始以

降、利用者アンケートや自治会との協議等を経て、利用者の少ないバス停を廃止する一方、利用者の要

望を受け改善を続けて運行しています。2020年５月25日からは、北部地域におけるデマンド交通（チョ

イソコいながわ）実証運行の実施に伴い、デマンド交通実証運行エリア内を運行している「ふれあいバ

ス」を休止し、一部ルートの変更を実施しております。 

 

(２) 「チョイソコいながわ」とは 

 「チョイソコいながわ」は、阪急バス株式会社からの路線維持困難とする協議申し入れを受け、利用

者が少なく、特にバスが担うべき需要規模を見込むことができない路線を、デマンド交通でカバーする

ことで、機関道路上を運行する路線バスの維持を目的として、2020年５月25日から無償での実証実験を

開始し、2021年７月１日から有償での実証実験を経て、2022年４月１日より本格運行を開始しました。 

 「チョイソコいながわ」は、路線バスやタクシーのように、利用者を希望の行き先まで運ぶ交通機関

ではありません。路線バスの補完機関であるため、「チョイソコいながわ」は路線バスの乗り継ぎ拠点

までの輸送手段となります。また、猪名川町内全てで運行しておらず、猪名川町北部や路線バスを利用

することが困難な地域に限って運行しており、利用できる人も町内に居住している人と限定されていま

す。タクシーと異なり、運行時間と乗降場所が決まっており、自由に乗り降りはできません。また、占

有ではなく乗り合い利用になります。利用する場合は、利用者登録をする必要があり、乗車する際にも

事前に予約が必要になります。「チョイソコいながわ」の停留所は、「ふれあいバス」のバス停と一部

のごみステーションを停留所として指定しています。 

 猪名川町は2021年10月、「チョイソコいながわ」の実態調査のため、13歳以上の会員登録者971人に

対しアンケート調査を実施しました。その内容からは「利用経験者は80歳～89歳の割合が５割と最も高

く、高齢者世代の利用経験者が高い傾向にある」ことや、「運転免許証保有者よりも持っていない人の

方が『チョイソコいながわ』の利用率が高い」「利用目的は買い物や通院である割合が高いが、比較的

駅に近い地域では、娯楽や通勤での目的利用がその他の地区の利用目的よりも割合が高い」ことが読み

解けます。また、利用者のニーズとしては「料金を安くして欲しい」「料金割引がある方が良い」と

いった声も多くあり、2024年度から、利用の際にキャッシュレス決済を導入することで、利用回数に応

じた割引制度の導入をしました（出典：2021年チョイソコいながわ会員登録者アンケート結果より）。

利用料金は、路線バスとの乗継利用を考慮して200円ですが、降車が日生中央駅になる地域では300円で

す。運営を町内で店舗を展開している「ネッツトヨタ神戸株式会社」、運行を町内に営業所がある「日

の丸ハイヤー株式会社」、運行経費はエリアスポンサーとして、猪名川町が事業の継続性や収益性を維

持していくために、赤字相当額を負担しています。 

 
  2. 猪名川町が抱える公共交通の課題 
 

 猪名川町も他の自治体と同様に、公共交通の維持についての問題を抱えています。特に、住民の主な

移動手段である阪急バスの路線維持が課題です。全国的に見てみると、路線バスの利用者は1960年代後

半までは急激に増加しましたが、その後モータリゼーションの進展等により、現在まで減少傾向にあり

ます。また全国の路線バス事業者の７割以上が赤字事業者で、その赤字部分を行政からの補助金や他事

業で補填している状態で、経営が非常に厳しい状態にあります。また８割の路線バス事業者で乗務員不

足の問題を抱えています。路線バス乗務員には大型自動車二種免許が必要になりますが、その免許保有
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者も減少しています。兵庫県内では、この大型自動車二種免許を取得している人の半数が60歳以上とい

う調査もあります。2018年以降、各種運転免許を取得している人も減少しており、この先の運転士確保

は大変厳しい状況にあることがわかります。大型二種免許保有者の高齢化も進んでいます。同運転免許

統計によると、2021年の大型二種免許保有者のうち、65歳以上が占める割合は45.9％です。2001年にこ

の割合は37.0％であったため、20年間で約９ポイント上昇したことになります（出典：令和４年運転免

許統計より）。 

 

(１) 利用率の低下 

 路線維持の困難についての問題点は複

数ありますが、私は大きく２つの原因が

あると考察しています。 

 問題の１つに利用率が低いことが挙げ

られます。国土交通省の基本的認識にあ

るように、地域の移動手段は生活者に

とって必須であり、欠かすことはできま

せん。しかし、上記で述べたように公共

交通事業者の経営は危機的状況にあると

いえます。乗務員の成り手不足を考える

と、利用者数の少ない路線は、廃止や休

止にせざるを得ない状況は理解できるポ

イントです。 

 次に利用率の低さの原因を考察しました。町内在住者の主な移動手段は、自家用車との回答が７割以

上と高く、普段におけるバスの利用状況は、74歳以下でほとんどバスを利用しない、利用したことがな

いとの回答も７割を超えていました（出典：猪名川町2018年住民アンケートより）。この回答から、自

家用車の利用割合が高いということがわかります。 

 さらに、自家用車を選択する理由を考察しました。路線バスには時刻表があり、利用者の希望する時

間にバスに乗車できるとも限りません。特に頻繁に運行していない路線に乗車しなければいけない人に

とっては、この問題は大きいと考えられます。また、お住まいの地域によっては、最寄りのバス停まで

の距離が遠いことも原因ではないかと推察できます。 

 

(２) 運転士不足 

 ２つ目の理由に運転士不足が考えられます。運転士になるためには大型免許第二種免許が必要です。

ファーストステップとして普通自動車免許を取得しなくてはいけませんが、前段でも述べたように、そ

もそも運転免許を取得しようとしている人が減少しています。若い人の免許取得率は全国平均で2018年

をピークに減少しています。私見ですが、免許を取得しなくなった理由は、車を使用することに対する

コストパフォーマンスが悪いことや、車を使用しなくともインターネットの普及により、バーチャルな

世界で色々な体験ができるようになったことではないかと推察します。また、交通運輸産業での課題で

ある労働条件が悪いことも要因ではないかと考えられます。 

 総務省の産業別年収では、交通運輸産業は約300万円となっています。これは、サービス業や福祉関

係業務に続き、低い年収になっています（出典：総務省令和４年賃金構造基本統計調査より）。日本の

平均年収は約450万円です（出典：国税庁令和４年分民間給与実態統計調査より）。交通運輸産業の所

得は平均以下の年収です。特に運転士は、人々の安心と安全を守り業務にあたっておられます。公共交

通機関は早朝より深夜まで長時間運行されています。したがって勤務時間も不規則になり、体力的にも

辛い仕事です。また安全に運行するには、集中も必要になります。最近ではカスタマーハラスメント問

題も多発し、精神的にも辛い業務になります。そういった背景を考えると、業務に対する賃金としては

図３ 猪名川町の路線維持困難の原因 
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適正でなく、成り手不足に拍車がかかる要因の一つになっています。 

 
  3. 課題解決に向けて 
 
(１) ＭａａＳ（Mobility as a Service）の充実 

 上記で利用率の低下の要因として、バスに乗りたいタイミングで利用できないことが挙げられるかと

思います。最近ではＣＭでもよく見られるように、タクシーの配車アプリの利用者が順調に伸びている

ようです。ここからわかるように、利用者が移動するタイミングを公共交通に合わせるのではなく、移

動するタイミングを自分で決める時代になっているのだと感じます。タイミングよく移動できる手段と

してＭａａＳ（Mobility as a Service）があります。 

 猪名川町ではその部分を解消するためにＭａａＳの一つである「チョイソコいながわ」を導入してい

ます。特に移動に不便がある北部地域におけるタイムリーな移動を補助していますが、「チョイソコい

ながわ」のみで利用率は上がりません。「チョイソコいながわ」の章でも述べましたが、タクシーでは

ないので自宅前までの送迎はなく、近くの乗降所まで移動する必要があります。利用者の状況や身体的

特徴の問題で、乗降所まで歩くことが困難な状況も考えられます。また、「チョイソコいながわ」の利

用者の多くが高齢者ということを考えると、乗降所まで歩くことがハードルにもなり、結果として

door-to-doorで利用できる自家用車を選択するということになります。しかし、各自治体では健康寿命

を伸ばすために、体を動かすことが推奨されています。猪名川町でも歩くことで健康を維持しよう、と

いう取り組みを行っています。このことを考えると、一概に自宅から近い場所に乗降所を設置する方が

良いとは言えませんが、全ての人に優しい社会の実現を考えるならば、歩く距離が少なくなる乗降所を

増やしていくことが利便性の向上につながります。 

 

(２) 商店や施設との連携 

 しかし、デマンド交通の利便性を上げた

だけで、路線バスの乗車率の向上につなが

るとは思いません。現在、猪名川町は阪急

バス株式会社に対して「電気バス充電設備

導入補助金」や「バス路線維持費補助金」

などの支援をしています。補助金は阪急バ

ス株式会社全体の路線バス維持に何かしら

の効果がありますが、「猪名川町のバス路

線維持」という部分に直接的に効いている

かはわからない部分があります。その部分

を明確にするために、路線バス利用者が乗

車することで、直接的にサービスを受けられる形を導入し、そこに掛かった費用を支援する形にシフト

するのが良いのではと考えました。 

 例えば、路線バスを利用することで、商店でのお買い物や、施設利用の割引が受けられるという形で

す。商店や施設が利用者に割引を行った部分に直接行政が補助を行うことで、町の税金を利用した路線

バスへの補助金が、町の商店等へ直接行われ、有意義に利用されていることが見える化できると思いま

す。この例だと、路線バスの利用率が向上するだけでなく、商店等にも人流が生まれるので、一定の街

の活性化につながるのではないかと推測できます。また、行政と交通事業者双方のみの連携のため、商

店や施設の利用率を上げることで得られる町の活性化の効果には繋がりにくいですが、行政がバスの利

用券を公共交通事業者から購入し、それを住民へ行政から割引をして販売する方法もあるかと思います。

図４ 直接的な補助金の流れ 
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(３) 免許取得の助成 

 「運転士不足」の章で、原因の１つに、

若者の免許取得率の低下について述べまし

た。免許を取得するためには、普通自動車

免許で約30万円、大型自動車第二種免許で

は約50万円の費用が必要で、金銭的負担が

非常に大きいです。近年の物価高騰といっ

た生活背景を考えると、簡単に免許取得を

推奨できません。その部分を自治体で補助

を行うことが効果的ではないかと考えまし

た。2024年度より兵庫県でも、大型自動車

第二種免許取得の補助を行っていますが、

市町でも詳細の条件をつけて補助を行うことで相乗効果が見込めると考えられます。公共交通事業者で

町内を運行する路線に乗務してもらうことを条件に付帯すれば、就労支援も行えますし、併せて町内に

居住を設けてもらうことも条件に加えれば自ずと人口確保にもつながります。この２点はパッケージで

行うことができるため、公共交通事業者と自治体双方にメリットがあると考えられます。 

 
  4. おわりに 
 
 バス路線維持に対する改善策として「ＭａａＳの充実」「商店や施設との連携」「免許取得の助成」

の３点が効果的であると考察しました。最優先課題として乗務員の確保、そして利用者を増やしていく

ことが大切です。 

 私が提言させていただいた内容が全て正解ではないですし、自治体の実情にそぐわない部分もあるか

もしれません。しかし持続可能な公共交通機関の維持は、全国的な問題であります。これを契機に今一

度、自身のお住まいの地域の公共交通に目を向けていただき、問題解決に向けて皆様と意見交換をし、

この問題に取り組んでいくことが必要です。 

 

図５ 免許取得助成の流れ 

免許取得率の低下

免許取得の補助

運転士不足

就労支援

パッケージで行える！



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages false
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /None
  /ColorImageResolution 400
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 400
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /FlateEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly true
  /PDFXNoTrimBoxError false
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides true
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


